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「脱水症と熱中症」

心血医院　院長和田豊郁

田圃

多くの動物は毛皮をまとい保温重視。人類は毛が

薄く大量に汗をかき放熱重視の体温調節です。犬は

口から熱を吐くしかありませんが人類は口から熱が

捨てられなくても汗が出る限り気化熱で体温を下げ

られます。こどもはのどが乾いたとすぐ言いますが

大人がのどが渇くのは塩分を摂り過ぎたときくらい。

ビアガーデンで乾杯と同時にクイッと飲んでしまった

人も口渇はなかったはずです。こまめな水分補給とは

飲んでみないと脱水状態が分からないからなのです。

熱中症はからだが熱を捨てられない状態。胃腸を

動かすにも熱が出ますので冷たい素麺しか食べられ

なくなります。このような軽症では冷水を飲むこと。顕や

顔を冷やすのはもちろん、盲点は血流が多いふともも

を冷やすこと。ひざ掛けやコクツの逆をやるわけです。

不気味に冷たい手足は熱を四肢に送れない重度の

脱水状態。医療が必要な重症かも。汗の塩分は食事

で過剰摂取したものです。補充が必要なのは大量

の汗をかく炎天下の重労働やスポーツに限られます。
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